
動画学習
⽬次

YOUTUBE
フレーズ学習

本講座の⼀つの軸である「動画学習」
について
ここでは詳しいやり⽅を説明していき
ます。

その名の通り、動画を使って勉強を勧
めていくのですが、
講座に参加していただきた皆さんには
より効率よくこの
動画学習を進めていただくために、
ここでは進め⽅をお伝えしていきま
す。

STEP３からの
動画学習法



Youtube
フレーズ学習法

STEP１・２でメインの勉強として取り⼊れていただく
YOUTUBEフレーズ学習法について、こちらでご説明していきます。



YOUTUBEフレーズ学習法では、
その名の通りYOUTUBEのフレーズ動画を使って勉強をしていただきます。

フレーズ動画というのは、
韓国語の基礎フレーズや挨拶、よく使う⾔い回しなどを動画にまとめられている
ような動画を指してこのように呼ばせていただいております。

こういった動画を活⽤して外国語に慣れていくのが
まずは語学の道に⼊るミソになります★

例えばこのようなものですね！！⬇⬇（主に聞き流しの動画になります）



他にもYOTUBEを開いていただき、
「韓国語 フレーズ」などと調べていただくと、
こちらでご紹介したアカウント以外の動画もたくさん出てきます。

⾃由に好きなものを使っていただいて⼤丈夫なのですが、
今は無駄な説明や解説が多いものや、
使わないような表現が⼊っている動画も多いので、なるべく
おすすめの動画から優先して使っていただけると勉強になりやすいかと
思います。

おすすめの動画が⾒つかり次第BLOGの⽅に新しく動画のリンクも
紹介していきますので、
こまめにチェックしていただき役⽴てていただければと思います。



YOUTUBE学習法で使っていただく動画については
会員⽤BLOGにて随時おすすめの動画を公開し更新しています。

同じようなフレーズ動画の中でも、
使えるフレーズの多いものから使えないフレーズが多かったり、
間違った表現を紹介しているものも多くありますので、
講師の⽅からおすすめの動画を厳選し紹介するスペースを
作っておりますので、
動画を探す際にはそちらも参考にしていただければと思います。

使う動画が決まったら次は実際に勉強に⼊っていきます。



この学習法での１番の⽬的は、
STEP１では、まずは⽿を韓国語にひたすことにより、
韓国語に慣れていき、

韓国語の⼤まかな特徴やイントネーション
疑問⽂の形や助詞の使われ⽅、組み⽴て⽅などを
特徴をなんとなく
掴んで⾏っていただくところにあります。

この段階では「細かいルールまで学ぶのではない」ということに
注意して勉強を進めて⾏ってください。

STEP２では、STEP１に引き続き、同じ勉強をしてはいただくのですが
⽬標を少しあげて、
簡単なフレーズ動画の内容は⽿で聞いて理解できる状態に持っていきます。

⽿で聞いてハングルを思い浮かべて同時に意味まで連想できるレベルになるまで
繰り返し学習し、わからないフレーズをひたすら減らしていきます。

STEP３からはより実践的な動画学習に⼊っていきますので、
STEP１、２は「下積み」と考え、⽿を鳴らす作業を頑張ってみください💡



「ルールもろくに覚えずそんな勉強で本当に伸びていくの？」と思われる⽅も
いらっしゃるかもしれません。

しかし初めからルールにばかり囚われて学習をしている⼈は
なかなか語学では伸びていきません。

何度もお伝えしていますが、
語学の学習は化学や物理、社会のような単純な暗記の
勉強とは異なります。

暗記も必要ですが、効率よく勉強しようと思うと
しっかり戦略⽴てて、語学に特化した学習を進めていく必要があります。



STEP１、２で取り⼊れていただくフレーズ学習では
細かいルールまで覚えていく必要はありませんので、
⼀つでも多くのフレーズを毎⽇頭に⼊れていくことが⼤切です。

「明⽇から韓国旅⾏に⾏くから、１つでも多くお⾔えるフレーズを増やしておこう」
初めは、こんなくらいの軽い気持ちで⼤丈夫です。

むしろこれくらいの⽅が興味をたやさず勉強ができるので、
初めのうちは伸びがはやかったりもします。

紹介されているフレーズは基礎のものですので、
後々コアフレーズとなってくるものもたくさんあります。

またこの段階で韓国語を単語の形ではなく、
フレーズの形で覚えておくことで、⾃然と韓国語の⽂の成り⽴ち⽅や
韓国語と⽇本語の違うところなどを感覚的に築いていくことができます。

初めから細かい⽂法を⼀つ⼀つ
ルールに乗せて組み⽴てようとするから難しいのです。



楽しく実践的に勉強していけば、
楽しいので続きますし、苦にならず勉強できるので
結果的に⾮常にはやく実⼒を伸ばすことができます。

たくさんのフレーズを⾒ていくうちにだんだん理解できていく部分もあるので、
後々⽂法の勉強を本格的に始めたときにも、
すっと理解できる部分が増えていくのもこの学習法のメリットです。



【YOUTUBE基礎フレーズ動画学習を始めよう！】

まずはルーズリーフを⽤意してください。

なるべくノートではなく使い捨てのしやすいルーズリーフなどが
おすすめです。

またできる⽅はでいいのですが、ルーズリーフをファイリングしておけるファイルも２つ
⽤意しておければとてもいいですね！

動画を⾒ながら⾃分が使えそうと思う⽂を選んで、
ルーズリーフに羅列していきます。

またその際に築いたことや、覚えておきたいことなどは
⼀緒に⾒やすいようにメモしておきましょう！

ここで注意していただきたいのは、全ての⽂をただただ聞いて
ルーズリーフに移し替えているだけでは意味がありません。



ルーズリーフに書き写すという⾏為は、
単に復習しやすい環境を作るためにするだけの作業であり、

勉強の⽬的は、動画の中に出てくるフレーズを⼀つでも多く、頭に叩き込み、
⾃分の知っている韓国語をふやっしていくことにあります。

書くだけでは覚えにくい⽅は、
発⾳を声に出して真似しながらやってみたり、
⾃分なりに⼯夫しながらYOUTUBEのフレーズを⼀つでも多く吸収できるように
意識していきましょう！！

⽬的を忘れて、ただ移し替えたり、
「やれと⾔われたらやる」という考え⽅や姿勢では伸びるものも伸びないので、
今⾃分は何のための勉強をしているのかということを意識しておいてください。

私の説明するやり⽅だけでは覚えにくいという⽅は
⾃分なりに何か⼯夫を加えていただいてももちろん⼤丈夫ですし、
⼀つでも多くのフレーズを頭に⼊れ、韓国語の感覚を掴み、
韓国語の道に⼊っていけるように頑張っていきましょう！



【ルーズリーフの使い⽅】

ルーズリーフに覚えたいフレーズを羅列していきます。

意味もはじめのうちや、
忘れてしまいそうな場合は、⼀緒に書いておきましょう。

覚えきれたものはサンプル画像のように、
横線を引くなどして、覚えられたとうサインをしておきましょう。

復習にまた使えるように書かれていたものが完全に⾒えない形になってしまわないようにだけ
注意しておきましょう。

また勉強しながら気付いたことや、忘れずに残しておきたいものなどがあれば、
⼀緒に近くにメモしておいたり、マーカーペンでポイントを印づけておいてもいいですね！

⾃分が復習しながら、⾒やすいようにルーズリーフの使い⽅は
お任せしていますので、⾃分のやりやすい⽅法を⾒つけつつ進めていきましょう！



【２つのファイルの使い⽅】

ファイルを２つご⽤意していただきましたが、
１つはまだ覚えていないフレーズが羅列されたルーズリーフをファイリングしておく⽤に、
もう⼀つはすでに覚えたルーズリーフばかりを集めたファイルとして使います。

ファイルのの移し替えをしながら勉強していくことで、
「復習」もしっかりとできるようになりますし、

どのくらい頑張って取り組めたかという成果も
⽬に⾒える形で残しておくことができますので、
とても有効なやり⽅です。



⻘ファイルに
・今から覚えていく未学習のフレーズのルーズリーフを⼊れておく

ピンクファイルに
・既に覚えたフレーズばかりが載っているルーズリーフは、
ピンクファイルに⼊れ直す

ここで定期的にピンクファイルを復習し、
覚え切れていない表現などに関しては、新しくもう⼀度書き出し⻘ルーズリーフに⼊れてお
くか、ルーズリーフ⼀枚丸々忘れている場合は⻘ファイルにルーズリーフごと戻し、

まだ覚えられていないものは⻘
ファイルに。
また、ピンクファイルを復習し
てみて忘れているものは⻘ファ
イルに戻す。

覚えたら
ピンクのファイルに。



ファイルを使い分けることにより、
反復学習を効率よくできるように進めていきましょう！！

単語の学習の場合にもこちらの⽅法を活⽤していきます。

単語の場合は、⼤きめのこういった付箋を使っても良いですね！



【動画の使い⽅】

何度も説明していますが、語学の学習は「復習」が命です。

今回こちらのルーズリーフを使った勉強法を採⽤しているのにも、
「復習」を効率よく進めたいという⽬的がメインにあります。

動画はすべてのフレーズが聞き取れるようになるまで、
同じ動画も何度も⾒ていくようにしましょう。

１回⾒てメモしたからO Kというものではなく、
すべてのフレーズが⾃分の頭に⼊るまで、何度も繰り返し、活⽤して⾏ってください。

覚えられたものの⽅に写したルーズリーフも復習していて、
忘れている表現などがあれば、再度「覚えていない表現」を集めた⽅のファイルに
書き⾜して、もう⼀度復習できるようにしておきましょう！！



おすすめ動画は随時HPのBLOGの
「おすすめ動画リスト」に更新しておりますので、

おすすめの動画についても、
是⾮チェックしてみてください。


